
BIMx Hyper	model発行



1. メニューバー＞ファイル＞BIMx Hyper-modelを発行
2. メニューバー＞ドキュメント＞発行
3. ナビゲータ＞発行セット＞発行

→BIMx Hyper-modelを作成するには、３つの方法があります。完

成するものは同じですが、やりやすい方法を見つけてください。

4. BIMx発行情報を作成
→BIMxアプリ版で『情報』を表示する方法

 



1. メニューバー＞ファイル＞BIMx Hyper	modelを発行

① 3Dウィンドウから、メニューバー＞ファイル＞『BIMx Hyper-modelを発行』
② BIMx Hypermodelを発行が開きます。
③ ファイルを保存を選択し、Hyper-model名から名前をつけます。
④ オプション＞BIMxエクスポートオプションを開き、「グローバルイルミネー

ションは現実的なシェーディングを生成します。」にチェックしておくと、仕
上がりが綺麗になります。

❷

❸

❹



1. メニューバー＞ファイル＞BIMx Hyper	modelを発行

⑤ BIMx Hyper-modelを発行へ戻り、次へ>>をクリックします。
⑥ 保存先を指定します。

⑦ 保存後、BIMxを開始するにチェックをつけます。
⑧ 発行をクリック。BIMxの発行が始まります。
⑨ ナビゲータ＞発行セットに、新しく発行セットが作成されます。

❻
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1. メニューバー＞ファイル＞BIMx Hyper	modelを発行

注意：

デフォルトで設定されている、「レイアウト：レイアウトブック全体」だと

レイアウトブックの図面全て発行しますので、図面が必要ない場合(BIMx Desktop	
Viewerのみでの利用)では『レイアウトなし』に変更してください。

❷

レイアウトなし

レイアウトブック全体



2. メニューバー＞ドキュメント＞発行

① メニューバー＞ドキュメント＞『発行』を選択します。

② オーガナイザ−発行が開き、右側の発行セットを選択します。
③ 新規発行セット作成を開き、名前をつけ作成します。

④ 「3-BIMx」を選択し、発行プロパティを開きます。

❸

❹



⑤ 発行の方法：ファイルの保存＞単一ファイルを作成を選択します。

⑥ 名前をつけ、保存先を指定します。

⑦ 形式：BIMx Hyper-modelを選択し、OKをクリックします。

❼

2. メニューバー＞ドキュメント＞発行

❺

❻



⑧ 3-BIMxをダブルクリックで開きます。
⑨ 左側のビュー一覧やレイアウトブック
から、図面をドラッグし、右側へ追加
します。または、ショートカット追加。

⑩ 発行をクリックします。

2. メニューバー＞ドキュメント＞発行

❾
❽

➓



u グローバルイルミネーションを設定する場合

パースを選択し、[オプション]をクリックし、BIMxエクスポートオプションから
設定します。

2. メニューバー＞ドキュメント＞発行



3. ナビゲータ＞発行セット＞発行

① ナビゲータ＞オーガナイザを表示を選択します。

② 2.ドキュメント＞発行の⑧〜⑩と同じ方法で作成します。
③ ナビゲータ＞発行セットに作成されたものを発行できます。

❸

❶



4. BIMx発行情報

＊カテゴリとプロパティ：高さ・幅・厚みなどの情報は表示しない

＊旧式：タイプ・高さ・サイズのみ

u タブレットのBIMxで情報を見るために、『情報セット』を設定
u 情報セット＞プルダウンメニュー＞一覧表を選択＞BIMx発行情報を選択



4. BIMx発行情報

＊赤枠内はデフォルトでは設定されていません。

u BIMx発行情報はデフォルトで作成されてますが、赤枠部分は追加が必要。
u 一覧表設定＞フィールドを追加＞プロパティより追加



4. BIMx発行情報

仕上情報を表示
する要素を選択
します。

u 前ページ赤枠の内容を表示させるために、オプション＞プロパティマネー
ジャーを開き設定します。



4. BIMx発行情報

u 要素は各設定のカテゴリとプロパティ＞要素分類を確認してください。

u 前ページの要素が設定されると、カテゴリとプロパティに情報が追加され、

BIMx発行情報に、品番やWEBサイトが表示されます。



4. BIMx発行情報

u BIMxで情報を確認できます。




